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E富田司置冨E謂E霊園

今月は市県民税の4期分と国

民健康保険税5期分を納める月

です。
また、納期のきている税金をま

だ納めていない方はできるだけ

早く納めてください。
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【消防出初式】

よび消防に協力された方、また友ずい間消防

団員と して活躍された方に 県知事、県消防

協会長 大村市長からそれぞれ表彰朕感謝状

がおくられました。そのあと T 市長訓辞や来

賓祝辞、久田団長の答辞 団員全員による威

風堂々の分列行進を行左い 同校庭でミ備え

あれば憂注しミの水放演習を市民の前に被露

し市中行進を行なって終りました。

火災から私たちを守る

昭和40年大村市消防出初式は 1月8日

午前 9持30分から西大村中学校治よび中央小

学校の校庭で行なわれま.した。

式には紺のハツピに身を固めた消防団員755

名 消防ポシプ14台来賓 被表彰者など多数

が参加しましたコ 式は国旗掲揚に始ま り 久

田団長の人員報告 つづいて服装機械器具の

点検があり功労者永年勤続者優良団員お

/ 、
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国
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出
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さ
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知
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勤
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悟
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崎

賢

太
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千
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喜
北
村
初
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野田川の護岸2カ年計画で完成

野田川の2ヵ年計画災害関運工事がこのほど完成しました。

今年度完成したところは下流で、右岸404メートル左岸424メー

トル巾 9メートノレ高さ 2メートノレです。総工費約2，286万円。

これで野田川は2カ年計画復旧工事分全長550メートノレは完全に

できあがったことになります。
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市
は
県
内
の
ベ
ッ
ト
タ
ヴ
ン
と
な
る
た
出
、
住
宅
の

建
設
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
三
十

九
年
度
分
計
画
の
住
宅
が
小
路
口
に
も
で
き
あ
が
り

ま
し
た
o
ま
た
、
芳
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計
画
と
し
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四
十
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も
四
十
四
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こ
こ
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建
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れ
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予
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造
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で
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方
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総
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五
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は
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《
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ま
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し

て
下
さ
い
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民
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険
料

+
月
、
十
一
月
、
+
二
月
分

を
納
め
る
月
で
す
。

ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
早

め
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
を
滞
納
し

て
い
ま
す
と
恩
わ
ぬ
事
政
に

出
あ
っ
て
も
障
害
、
母
子
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
は
で
き

る
た
け
納
入
組
合
に
加
入
し

て
毎
月
き
ち
ん
と
お
さ
め
ま

し
ょ
う
。

じ〉いままで赤痢は夏にはやる病気

だ…との考へ方が多かったので

すが、最近の全国的左傾向を見 赤
ると冬にゆく発生しています 痢

; 砂赤痢は口をへて伝染しますので は
集団発生を見るこ ともたびたび 百

あります。冬だから…、寒いか 弘三
ら・・・、といって 注意をおこた (T 

らないようにしましょ う。 ・ノ

: 砂赤痢菌は寒くても死滅すること の
なく、気温が下がるとかへって 7内

生存期間はながくれます。 気
つぎのことに注意しましょう。 で
αたべものは清潔で新しいも は

のを用いる。 あ
②冷たくても必宗十分に手洗 h 

を行なう。 斗

③下水器、便所友どはい つも ご:
きれいにし、ね十み 、こん ア

虫などの駆除を行なう。 fV

③暴飲暴食をさけ、 体を健康

に保つ。
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萱
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迷
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け
て
い
た
荒
瀬
橋
が
か
け
か
え
ら
れ
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
永
久
橋
に
な
り
ま
し
た

長
さ
は
四
十
メ
ー
ト

ル
、
巾
四
メ
ー
ト
ル、

道
路
も
百
二
十
メ
ー
ト
ル
取
付
け
ら
れ
通
り

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

総
工
費
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四
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万
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。
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モーターボートの新人選手、審

判員、検査員の募集をつぎのとな

り行ないます。

[>願書提出先市役所事業課及び

県モーターボート競定会

[>願書締切 3月31日

-
自
衛
隊
員
の

コ

ナ

お
し
ら
せ

( 4 ) 

募資

分 l年令・性別 i学力程度

手!満16才-25才
未満の男女 |中卒程度

審判員|鶏Z夏季才|
;;;~~ ~ -:.;1: ~.- ! ;高卒程度

検査問 |満25才-35才 i
貝 i未満の男子 | 

題モ F ターボート選手

審判員 検査員を募集

募
集

格

行質めので両月産 聴
在の畜需こ行日二物才芸葦
う向産用れな、十共一一恵
も上生がはい中七進国等生
の を 産 増 最 ま 央 日 会 の ) 葎
では物大近す公とと大の拐
すかのし畜。民二研村#
。る増て産 館十究市穴(

日産い生 ホ八会畜苧肉
.的とる産 1 日を産去
で、た物 Jレの一生 た

27日=体重測定・生体審査・と殺処理内臓

審査・と体審査

z8日=展示・料理研究会

出品 、資格

|種別 [出品点数!資 格

一-I 30 年間 1，000羽以上
| |生産しているもの

鶏 卵 I20 I常時500羽以上
L-V 飼育しているもの

り

昭
和
三
十
九
年
度
才
四
次

二
等
陸
、
海
、
空
士
の
募
集

が
つ
ぎ
の
要
領
で
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と

は
市
役
所
総
務
課
か
自
衛
隊

に
直
接
お
た
守
ね
く
だ
さ
い

マ
募
集
人
員

二
等
陸
士
:
・
六
千
名

二
等
海
士
:
・
二
千
名

二
等
空
士
:
・
千
九
百
七
十

一
名

-
公
売

大村市政だよ

幻
自
電
話
加
入
権
を

応

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え

た
財
産
を
、
つ
安
」
の
と
治
り

公
売
し
ま
す
。

買
党
希
望
者

は
当
日
定
刻
ま
で
に
印
鑑
と

買
受
代
金
持
参
の
う
え
ご
参

加
〈
だ
さ
い
。

選

区

A ム
見公一公
積亮般売
価保競方
額証争法収大
の金入 納村
百札諒市
分役
の 所
十

ム
場
所

ム
代
金
納
付
期
限

一
月
二
十
七
日

午
前
十
一
時
三
十
分

な
長
公
社
の
譲
渡
承
認
が

得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
売
却

決
定
を
取
り
消
し
ま
す
。

今
公
売
条
件

①
電
話
加
入
権
大
村
局
二
'

千
四
百
三
十
二
番

②
電
話
加
入
権
大
村
局
八

千
六
百
九
十
四
番

③
電
話

加

入

権

大

村

局

二

千
二
百
七
十
七
番

④
電
話
加
入
権
大
村
局
二

千
六
百
二
十
八
番

⑤
電
話
加
入
権
大
村
局
三

一
千
二
百
五
十
二
番

⑤
電
話
加
入
権
大
村
局
八

，
千
三
百
四
十
六
番

⑦
電
話
加
入
権
大
村
局
三

千
二
百
三
十
七
番

ム
日
時

一
月
一
一
十
七
日

午
前
十
時

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

マ
応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
一
月
現
在

で
、
十
八
才
以
上
二
十
五

才
未
満
ず
ブ
中
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
の
あ
る
男
子

マ
試
験

筆
記
試
験
(
口
語
・
作
文

・
数
学
・
社
会
)
、

身
体
検
査
口
述
試
験

マ
募
集
期
間

，

昭
和
四
十
年
三
月
ま
で

マ
採
用
予
定
月

t

ご
等
陸
士
・
:
一
月
・
二
月

三
月

・

ご
等
海
士
:
・
二
月
・
一
二
月

二

等

空

士

三

月

一il--
薗
税
・
県
税
・
市
税
の
共
同
相
談
所

i
l
i
-
-
j
l
:
:
1・

…
税
に
は
国
税
ハ
所
得
税
、
得
税
、
贈
与
税
、
事
業
税
、

一
p

相
続
税
な

ε)
県
税
(
事
業
市
県
民
税
の
申
告
時
期
も
近

-
税
、
不
動
産
取
得
税
な
ど
)
十
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら

…
市
税
(
市
民
税
、
固
定
資
産
の
税
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し

-
税
な
ど
)
の
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
の
税
が
あ
h
ま
す
が
、
こ

一
の
よ
う
な
税
の
課
税
や
納
入

、

.
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ

.
と
や
納
得
の
で
き
な
い
ま
ま

↑
不
満
を
持
っ
て
治
ら
れ
る
よ

う
な
方
も
あ
ろ
う
か
と
考
え

一
ら
れ
ま
す
。

~
ま
た
、
=
一
十
九
年
分
の
所

す
る
こ
と
に
い
た
し
て
お

b
一

ま
す
の
で
、
税
の
こ
と
左
ら
…

ど
ん
な
こ
と
で
も
け
つ
こ
う
一

で
す
。
多
く
の
納
税
者
の
皆
一

様
万
が
気
軽
に
相
談
所
を
ご

利
用
ぐ
、
売
さ
る
よ
う
お
待
ち
一

い
た
し
て
お

b
ま

す

。

一

日
時
一
月
二
十
五
臼
(
月
〉
…

午
後
一
時
よ

b
午
後
一

四

時

ま

で

ん

」
へ
村
市
役
所
才
一
会
一

議

室

一

談
所
」
を
開
設
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
あ
ら
ゆ
る
税
に

対
す
る
ご
不
審
の
点
や
、
か

「
税
」
の
こ
と
を
ら
な
ん
で
も

昭和40年 1月20日

ご
相
談
く
だ
さ
い

県しあ

i市てい
三いを

!者たし

i共だて
i向く明

.のたる

「めい
税に納
の、税

相国を

ね
が
ね
納
得
の
で
き
な
か
っ

た
不
ギ
不
満
な
ど
に
つ

い
て

皆
様

ρ
ら
の
相
談
を
治
受
け

場
所

4・除、、


